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摘要 :中国内モンゴル自治区毛烏素砂地は,近 年,牧 民の過放牧などにより地表面の植生が荒らされ,砂 が

動かない固定砂丘から半固定砂丘,流 動砂丘へと砂漠化が進行している。その半固定砂丘から流動砂丘にか

けて植生分布が見られるA squarrosumに 着目し,地 下水位からの比高と群落の発現頻度の関係を調べた。ま

た,同
一個体内で着棄位置が 15cm,30cm,45cmと 異なる葉の光合成能を測定した。その結果,地 下水位からの

比高で 107cmか ら509cmの 間でA squarrosumは 出現し,地 下水位から327cm以 上離れたコドラートではA

squarosumの み成立した。また,個葉レベルでの最大光合成速度は,地上 15cm棄 が 620 μ mol・C02・ 耐
2ざ1,

30cm葉 が 559 μ mol・C02・ m‐
2s l,45cm葉 が 218 μ mole C02・ m~2ざ

1と上部葉ほど減少した。
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1.研 究の目的

中国内モンゴル自治区毛鳥素砂地では,牧 民の過放牧など

により植生が衰退し4,12),砂が動かない固定砂丘から半固定

砂丘そして流動砂丘へと砂漠化が進行している H)。半固定

砂丘や流動砂丘の地表面は,乾 いた砂が堆積し風によって飛

ばされやすい状態となっている。砂の移動は,冬 期のシベリ

ア高気圧から起こる北西風によって砂丘全体が同じ形状のま

ま年間数メートルも移動し,新 たな土地を侵食しながら拡大

している 10)。砂丘地における水分変動についてみると,降

雨の際には急速に砂中に浸透し地下水までの毛管連絡が形成

されるが,そ の後,乾 燥してくると表層から乾砂層が形成さ

れ流砂が起こりやすい状態となる。砂丘地は地下水位が低い

ため,植 物群落の安定的な定着は認められないが,降 雨時に

発芽して,そ の後,地 下水や結露に依存して生育するアカザ

科A.squarrosumの群落が成立する。A squarrosumはC4植

物で,流 動砂丘頂上部から中腹部の砂が比較的よく動く場所

に侵入してくる先駆種である。中国雑草原色図鑑 13)による

と, 1年 生草本,葉 は互生,両 性花,穂 状花序,春 4～ 6月

の降雨後に発芽し, 9月 頃まで生育した後,結 実して,根

系と地上部が分離し,球 状になった地上部が風によって転

がり,遠 くまで種子が散布される風散植物とされる。これ




